令和元年度の虐待防止権利擁護委員会の取組について

　虐待防止権利擁護委員会は、「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律」が平成２４年に施行されたことを受けて、平成２６年度から委員会として活動を行っています。
　今年度も、各事業所より委員を選出し、また保護者会会長にもご参加いただき、４つの柱（１、全職員を対象に年２回「職員チェックリスト」の実施。２、全職員を対象とした、法人内研修。３、委員会が各事業所に訪問し、各事業所の取組みをまとめる施設訪問。４、アンケートによる「利用者満足度調査」）を基準に、職員の意識改革、支援の質の向上、利用者の意思を尊重した専門性の向上等を目指した取組みを行いました。
[bookmark: _GoBack]アンケートの分析では、今後の改善に向けたデータ収集も行っています。「利用者満足度調査」は利用者の方にアンケートをお願いし、前年度のデータと比較することで、改善できたところ、改善の必要があるところを整理し、利用者の満足度を上げ、よりよい支援につながるように活用しています。利用者満足度調査については、事業所、入所施設・ＧＨ、事業部と、それぞれの事業所等に沿った質問内容にして実施しました。（○＝満足　△＝普通　×＝不満）
　事業所の集計結果では、昨年度の５８％に比べて今年度は満足度が全体の約６５％と上がっています。しかし、いくつかの質問に対しては、不満と答えた方が昨年度よりも増えていることがわかり、引き続き改善していく必要があるとわかりました。また、質問１６の工賃については、各事業所平均工賃は上がってきていますが、昨年度に比べ満足の数値が減少しているため、今後も改善に向けて取組んでいきます。
　入所施設・ＧＨの集計結果では、６０％の方が満足しているという結果になりましたが、昨年度に比べると減少がみられました。不満の数値は上がっていませんでしたが、満足はしていない結果が普通につながったと思われます。返事の仕方をより具体的に行う、話をするときはゆっくり、わかりやすい言葉で行う等、「利用者の視点に立った支援を再度心がけていく」、という課題が見えました。また、昨年度改善へ向けて取組んだ項目については、満足の割合が増加し改善の成果がみられています。
事業部の集計結果では、６０％の方が満足しているという結果になりましたが、昨年度に比べると減少しています。また、総計数に対して「わからない」の回答数が増加しました。今後のアンケートの実施の仕方、質問内容の見直し等が必要だとわかりました。
記述欄については、保護者の方にも記入いただき、本人が解答するには質問内容が難しいのではないかというご意見をいただきました。来年度も質問内容の見直しを行いながら、利用者の満足につながるよりよい支援へ向けて、アンケートを活用していきます。
　
　

